第14　国民健康保険制度の改善に関する要望

　厳しい経済情勢や就業構造の変化、高齢者や低所得者の増加等により、国民健康保険財政は極めて厳しい状況にある。

よって、国民健康保険財政の基盤強化と制度の改善を図るため、下記事項の実現を強く要望する。

記

１　医療保険制度の一本化の積極的な推進

我が国の医療保険制度の将来像を明確化し、各医療保険制度間の給付と負担の公平化を図るため、全ての国民を対象とした医療保険制度の一本化を積極的に推進すること。

２　国民健康保険財政の安定化

⑴　国民健康保険財政安定化のため、財政調整交付金制度の充実を図ること。

⑵　質の高い効率的な医療が提供されるよう、診療報酬体系及び薬価基準制度の抜本的見直しを行うとともに、医療費

　適正化対策を強力に推進すること。

⑶　保険料(税)負担の平準化のための適切な措置を講ずること。

⑷　介護保険料の上乗せ賦課に伴う国民健康保険料(税)の収納率の低下等により生じる歳入欠陥については、適切な措置を講ずること。
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